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     講義・演習概要（シラバス） 

 

１部課程第１２２期（平成 26 年 4 月 8 日～平成 26 年 9 月 5 日） 

課 目 名 地域政策概論～政策形成へのアプローチと新たな視点～ 

時 限 数 ２時限 

担 当 講 師 

自治大学校客員教授 日立製作所情報・通信システム社社長付 武居丈二 

＜プロフィール＞ 

東京大学工学部（都市工学専攻）卒業。１９８０年自治省入省。 

（１）宮崎県（地域政策課）を振り出しに、大分県（地域振興課長、財政課長

等）、岩手県（企画振興部長、総務部長）、福岡県（副知事）に合わせて１６年

間勤務。この間各地の地域政策・地域振興に関わる。 

（２）国では、自治大学校教授、自治省地域政策室補佐（短期米国在外研究員

派遣）、公営企業第一課理事官、財政企画官、地域創造・芸術環境部長、基幹通

信課長、救急救助課長、国民保護・防災部長、地方公共団体金融機構理事、総

務省地域力創造審議官、自治大学校長を歴任。 

ね ら い 

自治大学校での講義・演習と自治体現場での実践をつなぐ、その橋渡しとなる

講義をねらいとします。特に実践的な政策形成能力の養成をめざす本校の「政

策立案研究」を意識し、地域政策・まちづくり政策の分野を事例にとりあげ、

政策をどう構築していくかを講義します。 

講 義 概 要 

人口減少・少子高齢社会に突入した今日、自治体職員はそれぞれの自治体や

地域の状況に即して様々な課題に的確に対応した政策を推進していくことが求

められています。そのためには、いつの時代においても変わらないものと時代

とともに変化していくものを強く意識する必要があります。 

私の携わった国・地方の政策や各地のまちづくり政策にふれながら、地域政

策・まちづくり政策とは何か、「国と地方」「行政と民間」の接点でどう政策を

立案していくか等、アプローチすべき視点や手法について講義します。併せて

これからの政策形成に必要となる新たな視点や心構えについて講義します。 

受講上の注意 

・自らに問いかけ、政策を考えるヒントを習得する講義にしたいと思います。 

・イメージを広げるためのパワポの図表を数多く用います。 

・「由布院ものがたり」の中から、印象に残った取組を当番を通じて簡単な様式

で提出してもらいます（別途指示）。 

使 用 教 材 
・講義レジュメ（パワポ資料（抄）を配付予定） 

・「由布院ものがたり」（中公文庫） 

効 果 測 定 なし 

そ の 他 

(他の課目との関連) 

政策立案研究をはじめ各講義・演習で学んだことの実践の参考にしてください。 

 


